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論  文  名 アルカディアの目――1700年前後イタリアの美術と文化 
 本論文は、１７世紀から１８世紀にかけての転換期において、イタリア美術と文学に並行して起
こった地殻変動を論じたものである。しかしこの点については、従来のイタリア美術研究において
は、ほとんど看過されてきた。美術と文学の両面からその重要性を明らかにしたことに高橋氏の研
究の真価がある。 
第一章では、伊仏文化論として著名なマルテッロの対話篇『本物のイタリア人パリジャン』の第１章に注
目している。太古の趣味を形に表してイタリア建築の古典主義を正当化し、フランスの個人住宅をも包括する
形で理想都市を提案している。こうした考え方がアルカディア会の思想に共鳴した文化論として再評価されて
いる。 
第二章では、従来、当時確定したラヌッツィ家の所領の拡大したことを祝するものだと解釈され
てきたビガリの天井画について、新たな資料から、図像の典拠をピンダロスの『ピュティア祝勝歌集』
にあると特定され、ラヌッツィ家の繁栄を祝するものであることが立証されている。バロック期にあ
ってはこの図像は簡素な作りになっているのには、マルテッロの詩学との親和性が影響していること
も合わせてあきらかにされている。 
第三章では、これまで看過されてきたレーニ論の実態と機能、意義が考察されている。レーニ晩年
のいわゆる「第２様式」に見られる淡い灰色を基調とした揺らぐような曖昧な描写が、じつはマルテ
ッロの牧歌的な物語『イエスの目』のなかで物語構成上重要だとする「美しい逸脱」と呼応している
ことを明らかにすることで、従来不可解とされてきたレーニ作品に新しい光が投じられた。 
第四章では、画家ドナート・クレーティの手になる《天体観測》８連作が論じられる。この連作は、
ボローニャ都市政府公設の科学研究所設立を目指していたルイージ・マルシーリがその事業を迅速に
進めることができるように教皇クレメンス１１世に贈ったものであることが高橋氏の研究で明らか
になった。教皇はアルカディア会の活動に対する共感を誘う狙いがあったと結論づけている。 
第五章では、アルカディア会でもっとも愛された画家にしてベルニーニ亡き後のローマ美術界の第
一人者カルロ・マラッティの二重肖像画が論じられている。ここで注目すべきは、侯爵と画家が対等
になるよう描かれていることだ。それは、まさしくアルカディア会の理念の反映である。文芸と学問
に精通した人こそが美徳にいたると説くもので、貴族のモラルの表現となっている。 
補論では、マルテッロの『演劇』などの版本挿絵は、バロック期の複雑な図像ではなく、アルカデ
ィア会の精神を反映した簡素な図像体系をなしていることを緻密な調査によって実証されている。 
したがって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認
められる。 
